日中韓シンポジウムのご案内・参加登録と講演要旨の書式

以前、簡単な紹介を送りましたが、宿の手配など若干の情報の追加がありましたので連絡いたします。また、参加登録と講演要旨についても情報を追加しました。

今回のシンポジウムですが、中国側事務局の清華大の林先生が6th Shanghai International Symposium on Analytical Chemistryの主要な実行委員(中国化学会の分析化学部門が隔年開催する国際会議で、林先生は分析化学部門の副会長)なので、両方一緒にして共催の形で開催する事になりました。以前、韓国が主催した時にASIANALYSISの特別セッションとして開催したのでこれにならったようです。この時は日中韓以外の発表者は一般セッションでの発表でした。一般セッションの聴講と懇親会は共通です。

この国際会議は第6回Analytica Chinaという日本の分析展に相当する展示会（2年に1回開催）に併設されます。Analyticaはメッセ・ミュンヘンが主催する展示会で、分析化学関係ではヨーロッパ随一の展示会です。Analytica Chinaのホームページは下記にあります。

http://www.analyticachina.com/en/Home
過去の展示会の記事は下記を参照してください。

http://media.nmm.de/67/post_show_report_achina10_24667767.pdf
全体のシンポジウムの主要テーマは下記の通りです。

１）Symposium Theme : Analytical Chemistry and Our Life

Topics of interest for abstract submission include, but are not limited to:

(1) Analytical Chemistry in Biology

(2) Analytical Chemistry in drug discovery

(3) Analytical Chemistry in Environment

(4) Analytical Chemistry in Food Science

(5) Materials Science and its application

(6) Nanotechnology and Analytical Chemistry

(7) Sampling and Sample Preparation

(8) New Technology, New Method and New Equipments

この分野にこだわりません。

発表登録：8月15日までに添付のアブストラクトの書式にて直接中国側事務局のJin-Ming Lin先生に送付してください。

e-mail: jmlin@mail.tsinghua.edu.cn

事前登録：9月20日までに添付の書式にて直接中国側事務局のJin-Ming Lin先生に送付してください。

アブストラクトと事前登録の両方を日本側事務局の前田までc.c.してください。

e-mail: maeda-t@aist.go.jp

参加登録費：現地にて日本側事務局の前田がまとめて徴収し、中国側に支払います。視察費は現地で旅行会社に実費をお支払いください。

注意事項：下記にある6th Shanghai International Symposium on Analytical ScienceのWebから申し込まないでください。

http://www.chemsoc.org.cn/Analytica2012/

２）会期

10月16日：登録と開会、講演、研究発表、意見交換会（CJKメンバーのみ）

10月17日：研究発表と交流会（全参加者）

10月18日：視察（上海市内又は展示会）

15日中に上海に入る事をおすすめします。

ご希望の方は18-20日のツアーも用意されています。

３）会場

上海新国際展示場：Shanghai New International Expo Centre (SNIEC)

http://www.sniec.net/
４）参加予定者数

　中国約80名、韓国約20名、日本約20名、

５）組織委員会の構成

　大会会長：Prof. Dr. Erkang Wang, Co-Chair：Prof. Dr. Jin-Ming Lin

日本側団長Prof.Dr.Hiroshi Nakamura,事務局 Dr.Tsuneaki Maeda

韓国側団長：Prof. Dr. Dong-Sun Lee、事務局：Dr. Jae-ho Ha

６）事務局（所在地・担当者）

中国：Professor Dr. Jin-Ming Lee,  Tsinghua University,（Beijing, China）

e-mail:jmlin@mail.tsinghua.edu.cn

韓国：Dr. Jae-Ho HA, KFRI　(Seoul, Korea)　
日本（社）日本分析化学会　GC研究懇談会事務局担当　前田　恒昭


つくば市梅園1-1-1（独）産業技術総合研究所　計量標準管理センター

　　　　Tel:029-861-6838　　e-mail:maeda-t@aist.go.jp

８）宿の情報

日中韓シンポジウムメンバー向け特別価格が設定されました。今回、シンポジウム会場は上海国際会議場になります。送迎や意見交換会の都合などありますので、ご参加の皆様は下記のホテルをご利用ください。（１）の三ツ星ホテルは学生用、（２）の4つ星ホテルは一般の参加用です。

(1) Shanghai Jingyuan Hotel (Three stars)

http://www.jingyuan-online.com/en/index.asp

Symposium price : RMB 300/day

(2) Holiday Inn Shanghai (Four stars)

http://www.holidayinn.com/hotels/us/en/shanghai/shgjp/hoteldetail

Symposium price : RMB 667/day

事前登録の要旨に希望のホテルと宿泊予定日を記入してください。

